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容易に透過 し,電気透析により陽極 側 に 移 動
し,エタノールを除く総ての有機溶媒に不溶性

















































































注射 し,その后 ChaHengeを行 うことにより血





































































































浮滞液を標準毛細管ピペットを 用 い て 1滴ずつ (約
0.02cc)各試験管に加えた.
























第 1図に示す如 く, McGilvery3ま) の考案になる,
tDoubleMixingFlask"装置を組立てたo図に示す
如 く2つの鷺拝フラスコは 1.OM の食塩水を入れた貯
溜槽に連絡し,第一撹拝フラスコには 実験 開 始時に
0.31M の食塩水 540ccを満した｡ この状態で全lj]路
を開くと右端のカラムを通過する食塩水中の食塩濃度






























した｡未知の試料を各種の濃度に稀釈 して, そ の後
1ccをとり,S.lutea の浮溶液を各 5cc宛加えた｡










第 2表 肺 臓 抽 出 液 に よ る 抗 菌 試 験 の 成 績
15 9
稀 釈 皮




































B C G は 4日間培養,対照 :≠.
Middlebrook-Dubos変法培地









液は BCG を384倍稀釈,M.phleiを 1536倍稀
釈という低濃度で発育を阻止 した｡この発育抑
制効果は他の 3群 と比較 して最 も強力であり,









い,./(,I,g-rデ 畢 R - 逓 堅
l感作後 Challengeを行 目 350_1450
感作のみ行った群 450
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に就て,肺臓抽出液の場合と同様 の 方 法 で,
BCG及び M.phleiに対する発育抑制実験を行

























第 5義 家 兎 の 肺 彦 山 細 胞 抽 出 液 の 抗 菌 力
- 161-
家 克 郎 菌 株
感作後 Challenge M.phlei
を行った増 B C G
2000､5000
M.phlei;2日間培養,対照 ;≠
B C G;4日間培養,対照 ;≠
Middlebrook-Dubos変法培地
0 100 200 300 400 0 100 200 300 40 500cc
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B C G,4日間培養,対照 :≠.
第 6表は多数の試験管に就て行った抗菌試験
の成績を総括 したものである｡分劃A,B及び
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